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（公財）日本ホスピス・緩和ケア研究振興財団

ホスピス・緩和ケアのことを、もっと知っていただきたい。

あなたらしい最期
を迎えるために。

■ 問い合わせ先：

■ 日　時　2020 年  9月18日（金）18 時～ 20時（受付 17時 30分）
■ 会　場　千里ライフサイエンスセンター（千里中央駅より徒歩 5分　裏面地図参照）

■ 定　員　200 名（先着順　定員になり次第、締め切りさせていただきます。）
■ 申し込み方法：裏面のQRコード、またはホームページ、あるいは FAXのいずれかでお申込みください。

参加費無料

ホスピス財団 20 周年記念講演会のご案内

ホスピス・緩和ケアのことを、もっと知っていただきたい。
人生 100年時代と言われています。
しかし、それに伴いがんで亡くなる方も多くなります。
人生をどのように締めくくるのか、これからの私たち一人ひとりの問題です。
この大切な問題を、ご一緒に考える機会になればと願っております。
多数の皆様のご参加をお待ちいたします。

人生 100年時代と言われています。
しかし、それに伴いがんで亡くなる方も多くなります。
人生をどのように締めくくるのか、これからの私たち一人ひとりの問題です。
この大切な問題を、ご一緒に考える機会になればと願っております。
多数の皆様のご参加をお待ちいたします。

ホスピスの“これまで”と“これから”
講師　柏木 哲夫氏

ホスピス財団理事長、淀川キリスト教病院名誉ホスピス長
大阪大学名誉教授

ホスピス・緩和ケアの真髄
講師　TOM A. Hutchinson 教授

カナダ・マギル大学医学部教授

音楽ゲスト
井草 聖二氏
2009 年  アコースティックギターの全国大会『FINGER PICKING 
DAY』で最優秀賞を受賞。
2010年  米カンザス州での世界規模のギターコンテスト『39th 
Walnut Valley Festival』 に日本代表で出場。Top5に選ばれる。 
現在ソロ・ライブ演奏の他、作曲家としても活動中。 
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ホスピス財団 20 周年記念講演会のご案内

詳細はホームページで。
QRコードでも申し込みが出来ます。

・2020 年 9月 18日（金）18 時から 20時
・場　所：千里ライフサイエンスセンター
・講　師：柏木哲夫氏、Hutchinson 先生
・音楽ゲスト：井草聖二氏（アコースティックギター）
・定　員：200 名（先着順）
・参加費：無料

『あなたらしい最期を迎えるために』

“ ホスピス・緩和ケアの質の向上 ”を掲げて、
2000年12月に設立された当財団は調査・研究事業、
人材育成事業、普及・広報事業および国際交流事業
を４つの柱として活動を続け、ここに 20周年を迎
えることができました。これは、多くの団体、個人
の皆様の暖かいご支援があってのことと思い、心よ
り感謝申し上げます。また、事業の推進に尽力いた
だいた関係の方々へも厚くお礼申し上げます。

この 20年間を振り返りますと、設立当初は、
100 施設に満たなかったホスピス・緩和ケア病棟も
今や 400 施設を超えるまでに拡がりました。また、
がん対策基本法を始めとする国のがん対策への取り
組みや、医学、看護学、薬学の進歩により、がん生
存率も向上し、ひと昔前の“ がん＝死 ”というイメ
ージから、“ がんとともに生きる ”という考え方も
拡がりつつあり、今や人生 100 年時代と言われる
ようになりました。

しかし、その反面、2025年問題を筆頭に、超高
齢化社会ゆえの課題も多く残されています。
そしてそれに伴い、ホスピス・緩和ケアの領域も、
がん以外へも拡がりつつあります。現在では、充分
に適用されていない非がん患者へのホスピス・緩和
ケア、ICU を含む救急医療分野へのホスピス・緩

和ケアのあり方、アドバンス・
ケア・プランニング（ACP）
の普及啓発、がんサバイバー
への支援など、20年前には
考えられなかった問題が出て
きております。

これからのホスピス財団は、
このような新しい課題にも対応することが、今与え
られている使命であると考えております。全ての課
題を当財団だけで担うことはできませんが、設立の
精神である“ ホスピス・緩和ケアの質の向上 ”を掲
げつつ、全人的苦痛の緩和というホスピスマインド
を、より多くの領域で実践できるための事業を、調
査研究分野と人材育成分野を中心に推進していきた
く願っております。

そして、そのための事業運営資金は、皆様からの
賛助会費、ご寄付でのみ成り立っております。
しかしながら、昨今の厳しい経済環境などから、
財源不足に悩まされております。“その人らしい生
を最期まで支えるホスピスケア”の実現のため、皆
様からの、さらなるご支援ご尽力をお願い申し上げ
ます。

ホスピス財団設立 20 周年を迎えて
公財　日本ホスピス・緩和ケア研究振興財団

理事長　柏木　哲夫
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このたび COVID-19 の影響により「ホスピス・緩和
ケア市民フォーラム in 京都：Zen から学ぶグリーフケ
アのエッセンス」の開催がかなわず、みなさまにお会
いすることができなかったことを心より残念に思いま
す。しかし財団のご厚意により、講義をオープンアク
セスの動画にしてみなさまにお届けすることが可能と
なりました。これにより、この講義がより多くの方々
のお役に立てたら幸いです。COVID-19 のために非常
に先行きが見えなくなってしまっている今この時だか
らこそ、人々が経験している喪失と悲嘆（グリーフ）
をいつも以上に意識することがとても大切です。
喪失の現実というのは、私たちの人生においてさま
ざまな形で常に存在するものです。しかし、私たちは
必ずしもそれを振り返り、おさめていく機会がもてる
わけではありません。危機的な状況において、また日々
の暮らしの中で、一人ひとりがいかに平静でいられる
かを学べる機会があるということは、きわめて重要です。
先に何が起こるかわからないからこそ、私たちのいの
ちは常にかけがえのないものなのです。私たちには、今、
この瞬間があります。悲嘆（グリーフ）も、喪失も、喜びも、

やさしさも、わ
け隔てなく迎え
入れることが、
私たちが光栄にも、みなさまとわかち合える“まごころ”
のあり様です。
　私たちの今回の来日を支援してくださった日本ホ
スピス・緩和ケア研究振興財団に特に感謝申し上げます。
今回の機会が、これから学びをともにするたくさんの
機会の始まりとなるようにと願います。

みなさまがしてくださったすべてことに深い感謝と
敬意を込めて

コーシン・ペイリー・エリソン
ロバート・チョードー・キャンベル

今回動画配信という形になってしまったことを
非常に残念に思います。しかしこれを機に、動画
を通してより多くの方々にお二人のことを知って
いただき、それが次回につながる縁となれば幸い
です。

深謝のメッセージ

動画はホスピス財団ホームページへアクセスしてください。   検索　ホスピス財団

■ テーマ：「 A Contemplative Approach to Grief, Loss and Bereavement ；
　　　　　  グリーフ・喪失・死別悲嘆に対するマインドフルで熟考されたアプローチ」
■ 講　師：コーシン・ペイリー・エリソン師
　　　　　 ロバート・チョードー・キャンベル師
　　　　　 （コーディネーター＆通訳　栗原幸江氏）
■ 企　画：株式会社 緩和ケアパートナーズ
■ 協　力：ともいき京都
　　　　　 京都大学大学院医学研究科人間健康科学系専攻 緩和ケア・老年看護学分野
　　　　　（録画時間 52 分／ 2020年 3月 1日撮影）

栗原幸江

　新型コロナウイルスの影響で集会が中止になりました
フォーラムですが、講師の先生による講演を録画するという
形で皆様へ提供できることになりました。
　是非、ご覧ください。

ホスピス・緩和ケア市民フォーラム
in 京都

チョードー師　　　コーシン師　　　栗原氏

動画配信

「Zenから学ぶグリーフケアのエッセンス」「Zenから学ぶグリーフケアのエッセンス」
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EngagementAn Interactive Workshop on Whole Person Care

対話型ワークショップ

Whole Person Care

対話型ワークショップ

Whole Person Care

ホスピス財団　第４回国際セミナーのご案内

─ CARE：結びつき，気づき，関わり，専心する ── CARE：結びつき，気づき，関わり，専心する ─

コーディネーター：恒藤　暁（京都大学大学院医学研究科 教授）

2020年 9月19日（土）13:00～ 18:00（受付開始 12:30）
千里ライフサイエンスセンター

2020年 9月20日（日）13:30～ 18:30（受付開始 13:00）
品川インターシティ会議室

講　師　：Tom A. Hutchinson 教授（McGill 大学医学部）　
対象者　：医療関係者
定　員　：大阪会場と東京会場にて各々100名
参加費　：1,000円（資料代）
申込方法：QRコードまたはホスピス財団のホームページ（https://www.hospat.org/）より

お申込みください。定員になり次第，締め切らせていただきます。

逐次通訳付

大阪
会場

東京
会場

（豊中市新千里東町1-4-2）
地下鉄御堂筋線または大阪モノレール「千里中央」駅より徒歩5分

（東京都港区港南2-15-4）
JR「品川駅」港湾口より徒歩5分，京急「品川駅」より徒歩8分

主催：

　今回，カナダの McGill 大学の Whole Person Care プログラムの責任者である Hutchinson 教授
をお迎えして「CARE：結びつき，気づき，関わり，専心する」というテーマで国際セミナーを開催い
たします。
　Whole Person Care は，緩和ケアを提唱した Balfour Mount 教授が中心となって開発された教育
プログラムです。Hutchinson 教授は，治療（curing）と癒し（healing）の統合を目指し，その教育
に取り組まれています。医療者が身体と心が一つである“Whole Person”となり，身体と心の存在の
質が高まる時に苦悩する患者さんに癒しと成長をもたらすことが可能になります。Whole Person 
Care の教育の構成要素である“CARE”について，対話型ワークショップを通して学びを深める機会
となることを願っています。
　皆様のご参加をお待ちしています。

■ コーディネーター

各コース15,000 円（賛助会員は10,000 円）
各コース30名（定員になり次第締め切ります）

2018 年度2020年度

恒藤　暁氏（京都大学大学院医学研究科）
安田裕子氏（中京学院大学）

■ 参加費：
■ 定　員：

■ 申し込み方法：裏面のQRコード、またはホームページ、
あるいは FAXからのいずれかでお申込みください。

■ 日  時　コースⅠ：2020 年 9 月 5日（土）9:30～ 19:30
コースⅡ：2020 年 9 月 6日（日）9:30～ 17:00

■ 会  場　大阪コロナホテル

(http://www.mcgll.ca/wholepersoncare)

■ 問い合わせ先：

本年も
コースⅠ
コースⅡ
を開催本ワークショップは、

ホスピス・緩和ケアに従事する
医師、看護師、薬剤師、MSWや
メディカルスタッフを対象として、
体験学習やグループワークを通じて
Whole Person Care の学びを深めることを
目指しています。

コースⅡはコースⅠを受講された方を対象として、
より深くWhole Person Careを学ぶための
新しいコースです。
コースⅠ、コースⅡともに、昨年と同じ内容です

ご参加を心よりお待ちしております。

Whole
Person
Care
Whole
Person
Care ワークショップワークショップ

Whole Person Careとは、
治療（Curing）と癒し（Healing）から成る新しい見方で、
従来の考え方を根本から変えるアプローチです。自己覚
知（self awareness）、自己ケア（self care）、マインド
フルネス（mindfulness）などにより、自分を全人として
調えていくことが重要となります。
カナダ・モントリオールの McGill 大学医学部の教育とし
て取り組まれています。

心 を 調 え

心 を 開 き

心 を 込 め る

ホスピス財団 検索
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当院緩和ケア病棟は、1992 年わずか３床の緩和ケア病
床としてスタート、2000 年の新棟建設に伴い緩和ケア病棟
を整え、20年の歩みを数えます。
緩和ケア病棟の運営には、病棟に携わるチーム多職種・

ボランティアの協力に加え、各診療科からの協力も欠かせま
せん。総合病院という母体を活かして、細やかな症状コント
ロールにも対応してもらっています。緩和ケア病棟へ変わら

れた患者さんのもとへ、
元の担当診療科の主
治医が足を運んでくだ
さる姿もよく見かけま
す。患者さんやご家
族にとっては、まさに
シームレスなケアが提
供され、安心してお
過ごしいただけている

感想も寄せて頂いています。
当病棟では、開設以来、各病室に入室する際は靴を脱い

でお邪魔します。これには衛生面だけでなく、患者さんにと
って、もう一つの我が家とも言える病室というパーソナルス
ペースに土足で踏み込まない、という２つの意味があります。
これは、お見舞いに来られるご家
族などにもご協力頂いています。
また、病棟からは春には、当院
近くの自衛隊駐屯地の桜が、夏に
は、同地で開催される夏の夕べの
花火が、秋には、当院向かいにあ
る小学校の運動会練習の光景と歓
声が、冬には山口という盆地特有
の寒さによる雪景色などを五感で
感じることが出来、患者さんのケ
アに繋がっていると感じています。

アルコール依存症
や薬物依存症は、本
人の意志では解決し
ないと著者は言う。
それは中動態という
古代の文法に、その
解決のヒントがある
のではと、今は消え

てしまった中動態の歴史を遡りつつ思索の
旅を続けるという不思議な書物である。
著者は中動態を“主語がそれ自身の内に
ある状態”と定義し、能動態と受動態だけ
の世界、“する”と“される”の対立だけ
では十分に理解が出来ない事象も多いと説
いている。日本語を見ても、「生まれる」、「死
ぬ」、「眠る」などの動詞は、能動態と受動
態では説明できず、中動態をもって始めて
理解できるという例は明確である。やや難
解な書物ではあるが、医療の分野において
も、新しい視座を与えるのではないかと思
われる。

●ホスピス財団　第 4回国際セミナー
　「Whole Person Care 対話型ワークショップ」
・2020年 9月19日（土）大阪、9月20日（日）東京
参加費：1000円（資料代）
　詳細、申込み方法はホームページから。

●ホスピス・緩和ケアボランティア研修会
・2020年 8月29日（土）　広島市
　（広島 YMCA国際文化ホール）
・講師：徳永 進氏
詳細は後日、ホームページに掲載いたします。

●Whole Person Careワークショップ
好評のWPCワークショップが本年も開催されます。 
・コースⅠ：2020年 9月5日（土）
コースⅡ：2020年 9月6日（日）

・会場：大阪コロナホテル
詳細、申込み方法はホームページから

｠
●ホスピス・緩和ケア
　白書 2020  発売中
特集テーマ：心不全の緩和ケア
　　　　　心不全のパンデミッ
　　　　　クに備えて

発行所：青海社
3000円＋税
お求めは書店で
（ホスピス財団賛助会員
には無料で送付してお
ります）

　　

●J-HOPE ４（遺族によるホスピス・
　緩和ケアの質の評価に関する研究４）
　刊行
世界的に質の高い研究として国際的にも評
価されている調査・研究が、この度
J-HOPE4 として纏められ
ました。ホームページで
も公開しておりますが、
ご希望の方には 1000 円
で頒布いたします。
　（ホスピス財団賛助会員には
無料で送付しております）

綜合病院
山口赤十字病院 緩和ケア病棟の紹介

中動態の世界
意志と責任の考古学

　 國分功一郎著
医学書院（シリーズ　ケアをひらく）
2000円＋税

病室から見える、虹
緩和ケア科部長　上田宏隆／MSW　橘　直子

節分（緩和ケア科部長
着任まもないNs）病棟内での訓練後ミーティングの様子
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編集後記

（単位：千円）

科　　　目 2020年度予算

ホスピス財団 2020年度収支予算書（概要）
2020年 4月 1日から2021年3月31日まで

不足分は前期繰越金等で充当予定

【経常収益】
　①基本財産運用益 3,300
　②受取寄付金 19,700
　　　（内訳）　賛助会費収入 19,400
　　　　　　　一般寄付金収入 300
　③雑収益 1,100
　　　経常収益計（Ａ） 24 , 100

【経常費用】
　①事業運営費 34,540
　　（内訳）ホスピス・緩和ケアに関する調査・研究事業 11,220
　　　　　 ホスピス・緩和ケア従事者に関する教育事業 9,940
　　　　　 ホスピス・緩和ケアに関する普及・啓発事業 6,360
　　　　　 ホスピス・緩和ケアに関する国際交流事業 7,020
　②一般管理費 6,060
　　　経常費用計（Ｂ） 40,600

当期経常増減額（Ａ－Ｂ） ▲16 ,500

4

寄付・賛助会員のお願い

ホスピス・緩和ケアに関する調査研究事業（公募）
遺族によるホスピス・緩和ケアの質の評価に関する調査
研究事業（第 5次調査・1年目）
『ホスピス・緩和ケア白書 2021』
（特集テーマの概説＋データブック）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
救急・集中治療における緩和ケアの推進
ホスピス・緩和ケアボランティア研修セミナー開催事業
Whole Person Careワークショップ開催事業
『MD Aware：A Mindful Medical Practice Course 
Guide 』翻訳事業
「ともいき京都」におけるがん体験者・市民主体の
プログラム創生事業
緩和ケア・支持療法領域に関わる医療従事者向け
意思決定支援に関する研修セミナーの開催
ホスピス・緩和ケアフォーラム開催事業
一般広報活動事業 
『これからのとき』『旅立ちのとき』冊子増刷
ホスピス財団 20周年記念講演会
International Congress on Palliative Care 学会参加
ホスピス財団　第４回 国際セミナー開催事業
APHN関連事業
日本・韓国・台湾・香港・シンガポール
第 3期共同研究事業（3年計画の2年目）

寄付者一覧
（2019年 9月～ 2020年 2月　順不同、敬称略）
（団体） 阪神聖書研究会
 遺愛女子中学校・遺愛女子高等学校
 （株）コスモ興産

（個人） 藤田　光寛 坂倉　有紀
 竹下　淳也 山田　泰久

新規賛助会員
（2019年 9月～ 2020年 2月　順不同、敬称略）
（個人） 野呂　幾久子 大谷　弘行
 片山　博文 河内　ルミ
 菅野　康二 渡辺　祥子

ホスピス財団　2020年度　事業計画書（概略）
（2020 年 4月～ 2021年 3月 )

1.
2.

3.

4.
5.
6.
7.

8.

9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.
16.
17.

　私たちの活動は、全て、皆さまからのご寄付と賛助
会員の方々の会費に拠っております。どうか私どもの
活動の趣旨をご理解いただき、ご寄付・賛助会員のお
申し込みを頂けるようお願いします。
（税額控除の対象になります）
　また、「遺贈」による寄付もぜひご一考下さい。当財
団は、三井住友信託銀行と「遺贈による寄付制度」に
ついて提携しております。公益法人への遺贈に拠る寄
付財産は、原則として相続税の非課税財産となります。
　上記ご寄付、賛助会員、遺贈に関するお問い合わせ
は 06-6375-7255 です。

（編集子）

目に見えないウイルスに震撼させられ
た初春であった。医療、介護の現場で
は大変なご苦労の日々であったと想像

に難しくないが、関係各位の努力により新型ウイルスの一日
も早い終息を願うものである。
ホスピス財団においても設立20周年という節目を迎えるそ
のスタートから、新型ウイルスの影響で、２月末のホスピス・
緩和ケアフォーラムの集会は中止となった。しかしすでに来日
されていた先生とコーディネーターの尽力で、無聴衆での講
演が行われ、その動画がホームページから配信され、結果的
にはより多くの方々に情報提供ができることとなった。
近刊紹介では、「中動態の世界」を取り上げられた。“する”

“される”という能動態、受動態、の対立とは異なる位相で
ある中動態なるものを知った。そして、ホスピス・緩和ケア
においても、“寄りそう”こと、言葉を換えれば“Not doing 
but being”は、まさに中動態の世界ではないだろうかと気
づかされた。そこには何かを“する” “される”という価値観
とは異なる場が存在し、
医療者、患者さんが共
に自らを内省し、共感す
ることができる故に、双
方が癒しへ、平安へと
導かれるのではないだろ
うか。

富良野にて


